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 平成１６年５月「職場における労働者の健康確保のための化学物質のあり方検討会」
国自らもリスク評価を行い、健康障害発生のリ スクが特に高い作業等については、製造等の禁

止、特別規則による規制を行うなどの 国によるリスク管理が必要とされた。
特に、がん等の疾病は、化学物質へのばく露の後、長期間を経過して発症する場合があること

から、予防的取り組みを踏まえた管理が必要とされた。

 平成１６年１２月２７日の労働政策審議会建議「今後の労働安全衛生対策について」
国は、有害化学物質についてリスク評価を行い、健康障害発生のリスクが特に高い作業等につ

いては、リスクの程度等に応じて、特別規則による規制を行う等のリスク管理を講じることが必要で
あるとされた。

 平成１７年５月「労働者の健康防止に係るリスク評価検討会報告」
国が行うリスク評価の考え方及び方法、リスク評価の結果に基づき国が講ずべき健康障害防止

措置及び③ばく露関係の届出について基本的考え方が取りまとめられた。

 平成１８年５月「労働者の健康防止に係るリスク評価検討会」
平成１８年１月に公布された改正労働安全衛生規則において、有害物ばく露作業報 告の制度が

創設され、平成１８年度から、有害物ばく露作業報告をもとに、当該検討会において 個々の物質のリ
スク評価が開始された。

１．リスク評価導入の経緯
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２．化学物質のリスク評価の手順

 リスク評価＝有害性評価＋ばく露評価

 有害性評価＝評価対象物質について有害性に関する情
報から有害性評価を行い、「評価値」を設定。

 ばく露評価＝有害物ばく露作業報告のあった事業場に対
して実施したばく露実態調査から、ばく露評価を行い、「ば
く露濃度」を算出。

 「評価値」と「ばく露濃度」を比較することによりリスク評価
を実施。

有害性評価

ばく露評価

リスク評価
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３．有害性評価及びばく露評価の進め方

（２）量―反応関係等の把握

主要文献から対象物質等に係る量―反
応関係、ばく露限界値等を把握する。

（１）有害性の種類及びその程度の把握
主要文献から、対象物質等の以下の有

害性の程度を把握し、評価書を作成する。
・ 急性毒性
・ 皮膚腐食性・刺激性
・ 眼に対する重篤な損傷性・刺激性
・ 呼吸器感作性又は皮膚感作性
・ 生殖細胞変異原性
・ 変異原性
・ 発がん性
・ 生殖毒性
・ 臓器毒性・全身毒性

［有害性評価］

情報の収集
・ＧＨＳ等
・量－反応関係
・国内外のばく
露限界値

有害性評価書
の作成

収集情報から
閾値のない発がん
性の有無を確認

不明

否

可

ユニット
リスクから

過剰発がん率算定
の可否の確認
ＲＬ(10－４)

無有

１次評価値
の設定

２次評価値
の設定

 有害性評価（＝毒性の評価）
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（参考） 評価値とは？

評価値は、労働者が勤労生涯を通じて毎日当該物質にばく露

した場合の健康リスクを、ばく露濃度との対比で判断するため

の基準値。評価値には、一次評価値と二次評価値がある。

 一次評価値
労働者が勤労生涯を通じて毎日、当該物質にばく露した場
合に、当該ばく露に起因して１万人に１人の割合でがんが発
生するであろうと推測される濃度

 二次評価値
労働者が勤労生涯を通じて毎日、当該物質にばく露した場
合にも、当該ばく露に起因して労働者が健康に悪影響を受
けることはないであろうと推測される濃度

7



つづき

 ばく露評価

（１）ばく露状況の把握
リスク評価対象物質について、有害物ばく露作

業報告からばく露によるリスクが高いと推定される
作業を把握し、対象事業場を選定してばく露の状
況等について調査。

（２）測定等の実施
選定した事業場において、ばく露作業に関して次

の事項について調査を行う。
・ 個人ばく露測定の実施
・ 作業環境測定、スポット測定の実施
・ 作業態様、作業時間、換気設備等の関連

情報の把握

（３）濃度値の算定
ばく露濃度値（ＴＷＡ）の算定を行う。

［ばく露評価の流れ］

対象化学物質の使用動向の報告

作業実態の報告

有害物ばく露作業報告

ばく露が高いと推定される
事業場選定

（モデルの活用）

作業の分析
・モデルの活
用等による
ばく露レベル
の推定

濃度の実測
・個人ばく露測
定、Ａ測定、
スポット測定
等の実施

作業実態の調査（事前調査）

ばく露実態調査

ばく露評価結果のとりまとめ
・濃度値の算出（ＴＷＡ等）
・モデルによる評価の結果

・経皮ばく露の評価 8



２次評価

（１）一次評価

発がん性の閾値がないとみなされる場合
に一次評価を実施。

一次評価の判定手順は以下のとおり。
① 個人ばく露測定結果の最大値が、一次

評価値を超える場合は、二次評価に移行。
② 個人ばく露測定結果の最大値が、一次

評価値以下の場合、現時点での労働者
の健康障害に係るリスクは低いと判断。

（２）二次評価

二次評価値とばく露レベルを比較し、その
結果により必要な行政措置等の検討を行う。
なお、初年度の評価においてばく露レベ

ルが二次評価値を超えた場合には、次年
度以降に追加調査を実施する。

［２次評価方法］

○以下の濃度基準等をもとに
算定した２次評価値とＴＷＡ と
の比較（採用は番号順）
①ＴＬＶ、許容濃度
②米、独、英の基準値
③発がん以外のＮＯＡＥＬ
④構造類似物質の基準
⑤その他（管理可能な最低値）

［１次評価方法］
○TWA(8hr.)と１次評
価値の比較

1次評価

ＴＷＡの最大値
＞１次評価値

TWA の最大値≦
1次評価値

現時点でリ
スクは低い

４．リスク判定の方法

リスク低減措置
の導入を検討

ＴWAの最大値
＞２次評価値

ＴWAの最大値≦
２次評価値

リスク低減措置
の要否を検討

要因解析 要因解析

当該事業場の問
題の明確化
（指導・監督）

特定事
業場の
問題

工程に
共通の
問題

工程に
共通の
問題
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（参考）リスク評価の方法

• 評価値とばく露濃度の比較

問題となった高い暴露
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５． リスク評価対象物質の選定の考え方

 平成２０年度のリスク評価対象物質は、次の選定基準に
当てはまる物質から選定した。

① ＭＳＤＳ交付対象物
② 特定化学物質障害予防規則等で未規制のもの（第３
類特定化学物質を除く）

③ 発がん性の知見が次のいずれかに該当すること。
・ ＩＡＲＣ（国際がん研究機関）の発がん性評価
１ （ヒトに対して発がん性がある ）又は２Ａ（ヒトに対し
ておそらく発がん性がある ）のもの

・ ＥＵの発がん性分類
１（ヒトに対して発がん性があることが知られている物
質）又は２（ヒトに対して発がん性があるとみなされるべ
き物質）のもの
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６．20年度のリスク評価対象物

No. 物質名（CAS No.) 用 途 No. 物質名（CAS No.) 用 途

1 イソプレン
(78-9-5)

合成ゴム原料 6 コバルト化合物
（塩化コバルト及び
硫酸コバルトに限
る。）
(7646-79-9,10124-
43-3）

＜塩化コバルト＞ 乾湿指
示薬、陶磁器の着色剤、
メッキ、触媒の製造、保健
用医薬品、毒ガスの吸着剤
＜硫酸コバルト＞ コバルト
塩の原料、蓄電池、メッキ、
ペイント・インキの乾燥剤、
陶磁器の顔料、触媒

2 ２，３－エポキシプ
ロピル＝フェニル
エーテル
(122-60-1)

エポキシ樹脂・アルキド樹
脂の反応希釈剤、樹脂安
定剤、木綿等の改質剤、分
散染料の染色改良剤

7 酸化プロピレン
(2,16088-62-3)

ポリエステル樹脂原料、ウ
レタンフォーム原料、塩化ビ
ニル安定剤、界面活性剤、
合成樹脂原料、顔料、医薬
品の中間体、殺菌剤

3 オルト－アニシジン
(90-04-0)

染料中間体 8 ４，４’－ジアミノジ
フェニルエーテル
(101-80-4)

ポリイミド、ポリアミドイミド、
ポリアミド用原料、エポキシ、
ウレタン等高分子化合物の
原料、架橋剤

4 オルト－ニトロトル
エン
(88-72-2)

染料中間体、有機合成 9 ４，４’－ジアミノ－
３，３’－ジメチルジ
フェニルメタン(828-
88-0

エポキシ樹脂、ウレタン樹
脂用硬化剤

5 ２－クロロ－１，３－
ブタジエン(126-99-
8)

合成ゴム原料 10 ２，４－ジアミノトル
エン(95-80-7)

ポリウレタン樹脂原料、染
料中間体
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No. 物質名 用 途 No. 物質名 用 途

11 １，４－ジクロロ－２
－ブテン
(764-41-0)

ヘキサメチレンジアミン、ク
ロロプレン製造の中間体

16 ベンゾ［ａ］アントラセ
ン
(56-55-3)

単品としての工業的生産
はなく、コールタール系重
質油の成分として存在

12 ２，４－ジニトロトル
エン
(25321-14-,121-
14-2)

有機合成、トルイジン、染
料、火薬の中間体

17 ベンゾ［ａ］ピレン
(50-32-8)

単品としての工業的生産
はなく、コールタール処理、
石油精製等で発生

13 ジメチルヒドラジン
(57-14-7,540-73-
8)

合成繊維・合成樹脂の安
定剤、医薬品・農薬の原料、
ミサイル推進薬、界面活性
剤

18 ベンゾ［ｅ］フルオラ
セン
(205-99-2)

単品としての工業的生産
はなく、化石燃料の不完全
燃焼や分解で発生

14 ヒドラジン
(302-01-2)
ヒドラジン一水和物
(7803-57-8)

＜ヒドラジン＞ ロケット燃
料、エアーバック用起爆剤
＜ヒドラジン一水和物＞
プラスチック発泡剤製造、
清缶剤、水処理剤、還元剤、
重合触媒、試薬、農薬

19 ４，４’－メチレンジ
アニリン
(101-77-9)

ＭＤＩ（メチレンビスフェニル
ジイソシアネート）の製造原
料、エポキシ樹脂の硬化剤、
染料中間体

15 １，３－プロパンス
ルトン
(1120-71-4) 

合成樹脂、繊維、塗料、染
料、医農薬の合成中間体

20 ２－メトキシ－５－メ
チルアニリン
(120-71-8)

各種アゾ染料中間体、エオ
サミンＢ、コクシニンＢ、ジ
アミノファストバイオレットＢ
ＢＮなどの中間体
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７．リスク評価結果の概要

物 質 名 評 価 結 果 の 概 要

○２－クロロ－１，３－ブタジエン
○コバルト化合物（塩化コバルト

及び硫酸コバルトに限る。）
○酸化プロピレン
○１，４－ジクロロ－２－ブテン
○２，４－ジニトロトルエン
○ジメチルヒドラジン

取り扱う一部の事業場において、二次評価値

を超えるばく露が見られたことから、これらの物
質については、さらに詳細なリスク評価を行う
べきであり、その結果によりリスクの高い作業
を明らかにするとともに、当該作業に係るリスク
低減措置について検討すべきである。

○１，３－プロパンスルトン 測定結果は定量下限値未満であったが、この

物質は動物実験において極めて強い発がん性
が認められたことから、使用動向、作業実態等
について引き続き調査を行うべきであり、その
結果によりリスクの高い作業を明らかにすると
ともに、当該作業に係るリスク低減措置につい
て検討すべきである。
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物 質 名 評 価 結 果 の 概 要

○２，３－エポキシプロピル＝フェニルエーテ
ル
○４，４’－ジアミノジフェニルエーテル

○４，４’－ジアミノ－３，３’－ジメチルジフェ
ニルメタン
○２，４－ジアミノトルエン
○ヒドラジン（ヒドラジン一水和物を含む。）
○４，４’－メチレンジアニリン
○２－メトキシ－５－メチルアニリン

測定結果が一次評価値を超えていたものの

二次評価値以下であったことから、今回のばく
露実態調査に基づくリスク評価ではリスクは高
くないと考えられるが、有害性の高い物質であ
ることから、国は、既存の法令に基づく対応を
図るとともに、事業者においてリスク評価を実
施して、引き続き適切な管理を行うべきである。

○イソプレン
○オルト－アニシジン
○オルト－ニトロトルエン
○ベンゾ［ａ］アントラセン
○ベンゾ［ａ］ピレン
○ベンゾ［ｅ］フルオラセン

測定結果が一次評価値以下であった（二次
評価値のみが設定され、測定結果が二次評
価値以下であった物質を含む。）ことから、今
回のばく露実態調査に基づくリスク評価ではリ
スクは低いと考えられるが、各事業場におい
て引き続き適切な管理を行うべきである。
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一次と二次評価値の間の
ばく露濃度

有害性情報の収集

リスクの判定

問題となるリスクを
確認（詳細評価へ
移行）

リスクは低い
（自主的対策の

維持）

有害物ばく露作業報告

初期リスク評価

ばく露実態調査
（ばく露実態の把握・
ばく露濃度の算定）

① 個人ばく露濃度
② Ａ測定値
③ スポット測定値
④ ＴＷＡ8hの算定

有害性評価書の作成
（ばく露限界値の算定）
① 一次評価値
② 二次評価値

一次評価値以下
のばく露濃度

現時点でリスクは
高くない（引続き適
切に管理）

二次評価値を超える
ばく露濃度

有害性情報の
追加収集

リスクの高い作業に
ついてリスク低減

措置を検討

自主的対策
実施の指導

リスクレベル
の比較

詳細リスク評価

ばく露実態調査の

追加実施
（TWA8hの精度アップ）

［追加調査対象］
ばく露が高いと推定される作業、

少量取扱作業等

二次評価値を超え
るばく露濃度

ばく露が無いと推定

される作業の特定す
る（モデル活用）

要因
解析

要因
解析

当該事業場の
問題を明確化し、
指導・監督に活用

二次評価値以下
のばく露濃度

特定事業
場の問題

特定事業
場の問題

工程に
共通の
問題

工程に
共通の
問題

８．新たなリスク評価スキームの概要
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９．２０物質についての今後の対応
物質名 今後の対応

○２－クロロ－１，３－ブタジエン
○コバルト化合物（塩化及び硫酸コバルトに限る。）
○酸化プロピレン
○１，４－ジクロロ－２－ブテン
○２，４－ジニトロトルエン
○ジメチルヒドラジン

関係事業者等に対し、ばく露低減のため適切

に管理が行われるよう行政指導を行うととも
に、平成２１年度において詳細なリスク評価を
実施する。

○１，３－プロパンスルトン 関係事業者等に対し、ばく露低減のため適切

に管理が行われるよう行政指導を行うととも
に、平成２１年度において詳細なリスク評価を
実施する。

○２，３－エポキシプロピル＝フェニルエーテル
○４，４‘-ジアミノジフェニルエーテル
○４，４’-ジアミノ-３，３‘-ジメチルジフェニルメタン
○２，４－ジアミノトルエン
○ヒドラジン（ヒドラジン一水和物を含む。）
○４，４’－メチレンジアニリン
○２－メトキシ－５－メチルアニリン

関係事業者等に対し、引き続き適切な管理
が行われるよう行政指導を行う。

○イソプレン
○オルト－アニシジン
○オルト－ニトロトルエン
○ベンゾ［ａ］アントラセン
○ベンゾ［ａ］ピレン
○ベンゾ［ｅ］フルオラセン

関係事業者等に対し、自主的な管理を推進す
る。
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１０．まとめ

 平成２０年６月から平成２１年５月にかけてリスク評価検討
会を行い、イソプレン等２０物質の初期リスク評価を実施。
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2009/06/s0630-7.html

 今回の初期リスク評価の結果に基づき、高いリスクが認めら
れた7物質については、詳細なリスク評価を実施すべき。

 現時点ではリスクが高くないと判断されたその他の物質につ
いても事業者に対して適切な管理を行うよう指導すべき。

 なお、当該初期リスク評価は、現時点で得られた知見を基に
行ったものであり、リスク評価結果は将来に亘って不変のも
のではなく、引き続き情報収集が必要。

18
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（参考１）有害性評価の結果

Ｎｏ． 物質名 評価値 有 害 性 情 報

1 イソプレン 一次：設定せず
二次：2ppm

○ヒトに対する発がん性が疑われる。○皮膚腐食性・刺激性、眼に対す
る重篤な損傷性・刺激性、特定標的臓器・全身毒性あり。

2 ２，３－エポキシプロピル
＝フェニルエーテル

一次：0.002ppm
二次：0.1ppm

○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚腐食性・刺激
性、眼に対する重篤な損傷性・刺激性、皮膚感作性、生殖毒性、特定
標的臓器・全身毒性あり。

3 オルト－アニシジン 一次：0.0025ppm
二次：0.1ppm

○ヒトに対する発がん性が疑われる。○特定標的臓器・全身毒性あり。

4 オルト－ニトロトルエン 一次：設定せず
二次：2ppm

○ヒトに対しておそらく発がん性がある。○急性毒性、眼に対する重篤
な損傷性・刺激性、反復投与毒性、生殖・発生毒性あり。

5 ２－クロロ－１，３－ブタジ
エン

一次：設定せず
二次：10ppm

○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚腐食性・刺激
性、眼に対する重篤な損傷性・刺激性、反復投与毒性、生殖・発生毒性
あり。

6 コバルト化合物（塩化及び
硫酸コバルトに限る）

一次：設定せず
二次：0.02mg/m3

（Coとして）

○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚感作性、呼吸
器感作性、反復投与毒性あり。

7 酸化プロピレン 一次：0.057ppm
二次：2ppm

○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚腐食性・刺激
性、眼に対する重篤な損傷性・刺激性、皮膚感作性、生殖毒性、特定
標的臓器・全身毒性あり。

8 ４，４’－ジアミノジフェニル
エーテル

一次：0.013mg/m3

二次：0.8mg/m3
○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚感作性、反復
投与毒性あり。

9 ４，４’－ジアミノ－３，３’
－ジメチルジフェニルメタン

一次：0.0019mg/m3

二次：0.5mg/m3
○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、反復投与毒性あり。

10 ２，４－ジアミノトルエン 一次：0.46μg/m3

二次：0.025mg/m3
○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚感作性、反復
投与毒性、生殖毒性あり。
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つづき
Ｎｏ． 物質名（CAS No.) 評価値 有 害 性 情 報

11 １，４－ジクロロ－２－ブテ
ン

一次：6.3X10-5ppm
二次：0.005ppm

○ヒトに対しておそらく発がん性がある。○急性毒性、皮膚腐食性・刺
激性、眼に対する重篤な損傷性・刺激性、反復投与毒性あり。

12 ２，４－ジニトロトルエン 一次：0.0055mg/m3

二次：0.2mg/m3
○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚腐食性・刺激
性、反復投与毒性、生殖・発生毒性あり。

13 ジメチルヒドラジン 一次：設定せず
二次：0.01ppm

○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚腐食性・刺激
性、眼に対する重篤な損傷性・刺激性、皮膚感作性、特定標的臓器・全
身毒性あり。

14 ヒドラジン、ヒドラジン一水
和物

一次：7.6X10-5ppm
二次：0.1ppm

○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚腐食性・刺激
性、眼に対する重篤な損傷性・刺激性、反復投与毒性、生殖・発生毒性
あり。

15 １，３－プロパンスルトン 一次：0.0007mg/m3

二次：0.005mg/m3
○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚腐食性・刺激
性、皮膚感作性あり。

16 ベンゾ［ａ］アントラセン 一次：0.0045mg/m3

二次：なし
○ヒトに対しておそらく発がん性がある。○生殖毒性あり。

17 ベンゾ［ａ］ピレン 一次：5.5X10-6ppm
二次：なし

○ヒトに対して発がん性がある。○生殖毒性あり。

18 ベンゾ［ｅ］フルオラセン 一次：0.0045mg/m3

二次：なし
○ヒトに対する発がん性が疑われる。○情報不十分。

19 ４，４’－メチレンジアニリン 一次：0.0011mg/m3

二次：0.4mg/m3
○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚腐食性・刺激
性、眼に対する重篤な損傷性・刺激性、皮膚感作性、反復投与毒性あ
り。

20 ２－メトキシ－５－メチルア
ニリン

一次：0.012mg/m3

二次：0.056mg/m3
○ヒトに対する発がん性が疑われる。○急性毒性、皮膚腐食性・刺激
性、眼に対する重篤な損傷性・刺激性、反復投与毒性あり。

20



（参考２）暴露評価の結果
Ｎｏ． 物質名 個人ばく露濃度

（ＴＷＡ）
ば く 露 評 価

1 イソプレン 最大：0.962ppm
平均：0.015ppm

○個人ばく露測定の値は概ね二次評価値の１／１０以下。○スポット測定
では二次評価値を大きく超える値が認められたが、これはストレーナーの分
解清掃作業において、瞬間的に高い濃度で発散したものと考えられる。

2 ２，３－エポキシプロピル＝
フェニルエーテル

最大：0.003ppm
平均：0.0007ppm

○個人ばく露測定、Ａ測定の双方において一次評価値を超えているが、測
定したいずれの事業場においても二次評価値以下。○スポット測定につい
ても同様であった。

3 オルト－アニシジン 最大：0.0016ppm
平均：0.0011ppm

○個人ばく露測定はすべて一次評価値以下。○Ａ測定、スポット測定は一
次評価値を超えているもののすべて二次評価値以下。

4 オルト－ニトロトルエン 最大：0.0357ppm
平均：0.0323ppm

○個人ばく露測定はすべて二次評価値の１／１０以下。○スポット測定もす
べて二次評価値以下。

5 ２－クロロ－１，３－ブタジ
エン

最大：17.363ppm
平均：0.2014ppm

○個人ばく露測定は１１人中１人で二次評価値を超えていた。これは合成ゴ
ム製造工程で行われるサンプリング作業及びストレーナー開放作業であっ
た。○Ａ測定、スポット測定はすべて二次評価値以下。

6 コバルト化合物（塩化及び
硫酸コバルトに限る）

最大：0.6450mg/m3

平均：0.0050mg/m3
○個人ばく露測定、Ａ測定、スポット測定のいずれにおいても二次評価値超。
○個人ばく露測定が二次評価値を超えたのは、他の製剤を製造する工程
でのコバルト化合物の投入作業、コバルト化合物を含むメッキ液の入った
メッキ槽での作業、コバルトを含有材の研磨作業等。

7 酸化プロピレン 最大：9.3620ppm
平均：0.1049ppm

○個人ばく露測定が二次評価値を超えたのは、酸化プロピレン製造工程に
おけるサンプリング作業、酸化プロピレンを原料とする他の製剤の製造工
程におけるサンプリング作業等。

8 ４，４’－ジアミノジフェニル
エーテル

最大：0.9620mg/m3

平均：0.0242mg/m3
○個人ばく露測定では一次評価値を超えているがすべて二次評価値以下。
○Ａ測定では二次評価値を超えるばく露が認められた。○スポット測定はす
べて二次評価値以下。

9 ４，４’－ジアミノ－３，３’－
ジメチルジフェニルメタン

0.0060mg/m3

（１人のみ測定）
○Ａ測定については定量下限値未満であり正確な濃度は不明。○個人ばく
露測定及びスポット測定は一次評価値を超えていたもののすべて二次評価
値以下。

10 ２，４－ジアミノトルエン 定量下限値
（0.0005ppm）未満

○個人ばく露測定、Ａ測定、スポット測定のいずれも定量下限値未満。21



つづき
Ｎｏ． 物質名 個人ばく露濃度

（ＴＷＡ）
ば く 露 評 価

11 １，４－ジクロロ－２－ブテン 最大：0.0177ppm
平均：0.0035ppm

○Ａ測定は一次評価値を超えていたもののすべて二次評価値以下。○ス
ポット測定では二次評価値を超えていた。○個人ばく露測定が二次評価
値を超えたのは、当該物質を製造し、これを合成ゴムの原料として使用す
る工程でのサンプリング作業。

12 ２，４－ジニトロトルエン 最大：2.650mg/m3

平均：0.0055mg/m3
○個人ばく露測定、Ａ測定、スポット測定のいずれにおいても二次評価値
を大きく超えるばく露が認められた。○個人ばく露測定が二次評価値を超
えたのは、当該物質を原料として他製剤を製造する工程での粉砕作業等。

13 ジメチルヒドラジン 最大：0.6410ppm
平均：0.0616ppm

○個人ばく露測定、Ａ測定、スポット測定のいずれにおいても二次評価値
を大きく超えるばく露が認められた。○個人ばく露測定が二次評価値を超
えたのは、当該物質の製造工程における仕込み作業や、原料として他製
剤を製造する工程における仕込み作業等。

14 ヒドラジン、ヒドラジン一水和
物

最大：0.2264ppm
平均：0.006ppm

○個人ばく露測定は二次評価値以下。○Ａ測定の最大値は二次評価値を
超えている。○スポット測定でも最大値は二次評価値を大幅に上回ってい
る。

15 １，３－プロパンスルトン 定量下限値
（0.007ppm）未満

○個人ばく露測定、Ａ測定、スポット測定のいずれにおいても定量下限値
未満。

16 ベンゾ［ａ］アントラセン 定量下限値
（0.0006ppm）未満

○個人ばく露測定、Ａ測定、スポット測定のいずれにおいても定量下限値
未満。

17 ベンゾ［ａ］ピレン 定量下限値
（0.0006ppm）未満

○個人ばく露測定、Ａ測定、スポット測定のいずれにおいても定量下限値
未満。

18 ベンゾ［ｅ］フルオラセン 定量下限値
（0.0006ppm）未満

○個人ばく露測定、Ａ測定、スポット測定のいずれにおいても定量下限値
未満。

19 ４，４’－メチレンジアニリン 最大：0.0108mg/m3

平均：0.0004mg/m3
○個人ばく露測定、Ａ測定、スポット測定のいずれにおいても一次評価値
を超えていたが、すべて二次評価値以下。

20 ２－メトキシ－５－メチ
ルアニリン

0.0188mg/m3

（１人のみ測定）
○個人ばく露測定が一次評価値を超えているがすべて二次評価値以下。
○Ａ測定は１点以外は定量下限値未満。○スポット測定は二次評価値を
超えていたが、いずれも短時間の作業。 22
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